
2014年7月～12月 世界の主な水災害マップ
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※報道発表を基に、原則、先進国
で死者数10名以上、途上国で50
名以上の水災害を抽出

韓国（8月）
韓国南東部で1時間に130mm
という非常に強い雨が降り、地
下鉄が運休、道路が通行止め
になるなどｲﾝﾌﾗに影響を与え
た。また、豪雨の影響で古里原
発2号機が手動で停止した。死
者は10名にのぼる。

インド、パキスタン（9月）

ｲﾝﾄﾞ最北部のｼﾞｬﾝﾑｰ･ｶｼﾐｰﾙ州
及びﾊﾟｷｽﾀﾝのﾊﾟﾝｼﾞｬｰﾌﾞ州、ｱ
ｻﾞﾄﾞ･ｶｼﾐｰﾙ州等で、9月2日から

降り続く雨により、洪水、地滑り
が発生した。ｲﾝﾄﾞでの死者は
281名、ﾊﾟｷｽﾀﾝの死者は367名
にのぼる。

スリランカ（10月）
10月29日、ｳﾊﾞ州ﾊﾞﾄﾞｭｯﾗ県で、

数週間続いた豪雨により地滑り
が発生。死者数は13名にのぼ
る。

スーダン（7月)
7月後半から続く豪雨により、

首都ﾊﾙﾂｰﾑなどで洪水が発
生し、ﾅｲﾙ川等河川の水位
が上昇した。ｽｰﾀﾞﾝ全域での
死者数は77名にのぼる。

ネパール（8月）

豪雨により大規模な地滑りが発生し、住宅、
市場、幹線道路の一部などが土砂にのみこ
まれた。また、ｽﾝｺｼ川が堰き止められ3km
にわたる天然ﾀﾞﾑが出現した。死者は156名
にのぼるとみられる。

フィリピン、中国（7月）
15日、台風「RAMMASUN」が
ﾌｨﾘﾋﾟﾝ東部に上陸、その後ﾙｿﾝ
島を横断し、中国南部へ上陸。
中国南部に上陸した台風として
は過去40年間で最大のものと

なった。ﾌｨﾘﾋﾟﾝでの死者数は
106名、中国では62名にのぼる。

フィリピン（12月）
熱帯暴風雨「Jangmi」が12月29
日、ｽﾘｶﾞｵ･ﾃﾞﾙ･ｽﾙ州ﾋﾅﾄｩｱﾝに
上陸。各地で洪水、地滑りが発
生。死者は66名にのぼる。

フィリピン（12月）
台風「HAGUPIT」が12月6日、ｻ

ﾏｰﾙ島に上陸。史上最大級の避
難措置がとられ、一時は180万
人以上が避難所に収容された。
死者は18名にのぼる。

インドネシア（12月）
12日夜、雨季の豪雨によりｼﾞｬﾜ

島中部ｼﾞｪﾑﾌﾞﾙﾝ村で地滑りが発
生。死者は95名にのぼる

インド（7月）

ﾓﾝｽｰﾝによる豪雨で大規模
な地滑りが発生し、村1つが

のみ込まれた。死者数は
151名にのぼる。

インド（9月）

ｲﾝﾄﾞ北東部のｱｯｻﾑ州、ﾒｶﾞﾗ
ﾔ州で、20日頃から数日間

続いた豪雨により、洪水、地
滑りが発生。死者は95名に
のぼる。

ネパール、インド（8月）
8月13日頃からﾓﾝｽｰﾝによ

る豪雨が続き、洪水、地滑り
がﾈﾊﾟｰﾙ各地において発生
した。また、ｲﾝﾄﾞ北部でも洪
水、地滑りが発生した。死者
数は、ﾈﾊﾟｰﾙで123名、ｲﾝﾄﾞ
で155名にのぼる。

ブラジル(2013年~)
ﾌﾞﾗｼﾞﾙ南東部で、過去80年で最

悪となる干ばつが発生。貯水池の
水位が大幅に下がり、取水制限
が行われるなど国民の生活に影
響を与えている。また、農作物の
生産量の減少も懸念されている。

フランス（11月）

数日間続いた豪雨により、
鉄砲水や河川の氾濫が発
生。死者は5名にのぼる。
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インド・ネパール（10月）
12日、サイクロン「Hudhud」
がインド南東部に上陸し、沿
岸部で停電が発生するほか、
建物や農作物に大きな被害
が発生した。また、ネパール
では暴風雪と雪崩が発生し
た。ｲﾝﾄﾞでの死者数は81名、
ﾈﾊﾟｰﾙでの死者数は43名に
のぼる。


